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1 木  点 字 体 験 (4） ③ ④          B  

2 金  ４ 時 間 授 業  銀座と泰明展一般開放  B                       

3 土  文化の日 子ども歌舞伎 銀座と泰明展一般開放 

4 日  銀座と泰明展一般開放 

5 月 講 話  委 員 会 活 動 ⑥           A  

6 火  ４時間授業 就学児健診14:00～     B          

7 水  式典予行のため４時間授業（１～４）   B                 

8 木  生 活 科 見 学 (2 )             B             

9 金  式典準備のため４時間授業 読書週間(終)   B                

10 土  開校１４０周年、開園６５周年記念式典  B  

銀座と泰明展一般開放 

11 日  同窓会 ミニバスケットボール大会 

銀座と泰明展一般開放 

12 月 講 話  地 域 別 児 童 会 ⑥               B  

安 全 指 導  地 域 巡 回 指 導         

13 火  生活科見学(1）手話体験(4）①～④     B  

画 廊 巡 り (3） 教 育 相 談 日 ［ 1］                 

14 水            B           

15 木  巡回平和展（始）シニア体験(4）① ～ ④    B  

教 育 相 談 日 ［ 2］    

16 金  教 育 相 談 日 ［ 3］              B   

17 土           

18 日    ミ ニ バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 大 会  

19 月  教育相談日［4］5時間授業      B                 

20 火  避 難 訓 練           A  

21 水  ジャイアンツアカデミー（3）③④      B  

22 木           B  

23 金  勤 労 感 謝 の 日  

24 土                  

25 日   

26 月 講 話  ク ラ ブ 活 動 ⑥                 A  

27 火 泰明タイム・読書               A     

28 水  巡 回 平 和 展 (終 )り ぶ り ん と   B  

29 木  学 芸 会 前 日 準 備         B         

30 金  学 芸 会 児 童 鑑 賞 日             A  

（ ） は 学年 、 ○ は 実施 す る 授業 時 間で す 。  

校長相談日１１月１５日（木）  

９：００～１４：００  

        追想 

校長 和田 利次
  

    本校の卒業生であられる国文学者池田彌三郎先
生の著作『わが町銀座』（サンケイ出版）の中に
このような一節があります。少年時代の数寄屋橋
公園での場面が語られています。「…とりわけ、
夏の夕暮れはよかった。まだ暑さは残っているの
に、日は残らなくなって、あたりが薄ぼんやりし
てくると、公園の空には蝙蝠が出て飛んでいた。
みんなで、草履を投げたり、石をぶつけたりする
のだが、捕まえたことはついに一度もなかった。
そんな時刻になると、公園のそとの水汲み場に
は、街路に水をまく撒水車が戻ってきた。…」数
寄屋橋公園の近辺に給水施設があったのですね。    
震災後の公園整備が進んでいるころのお話かと

判断したのですが、少年達の夏の日の一こまが浮
かんできます。現在の数寄屋橋公園は、しっかり
整備され、多くの方々にとって憩いの場となって
いますが、この少年達のような光景は見られない
だろうなと想いながら、アーチ形の校舎を眺めて
います。さらに、読み進めていくと、公園には毎
日アイスクリーム売りの小父さんがいて、いわゆ
る買い食いをしたことや、撒水車の小父さんから
アイスクリームをごちそうになり（本著ではおご
ってくれたと語られています）実は、その小父さ
んは、一緒に遊んでいた友達のお父さんだった、
それをその友達が胸をはって言ったという一節も
あります。少年達の心の描写がとてもさわやかで
子ども世界の原風景を見るような思いで詠みまし
た。また、卒業後、親しくしていた先生に、島崎
藤村も北村透谷も泰明にかよった。こういう先輩
がいたということを言い伝えていくことが大事な
教育ではないか、というようなことを話され、こ
れが具体化されたものが、玄関の脇にある石碑だ
ということも著されています。親しくしていた先
生の一人に、第２１代校長の栗原九十郎先生もお
られたそうです。 

ところで、栗原先生も、昭和５７年に発行され
た『ぎんざ１９８２』（（株）日本リクルートセ
ンター）に、当時、銀座に暮らすの子ども達の様
子を寄稿されています。裏通りを歩くと夜遅くま
で子ども達が遊んでいたこと、そこは、子ども達
にとって社交場であったと語られています。銀座
は子ども達の街だった（現在でも、子ども達の街
であると思っていますが）と改めて追想したので
す。１４０周年を迎えた今年、平成最後の周年の
日々となる年に感慨深く、お二人の語られる銀座
を改めて受け止めさせていただきました。 

泰明小学校１４０年の歴史のきらめく一こまで
あると感じています。 

 
 

 

 

 

Taimei ・平成 ３０・１１  
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中央区立泰明小学校 第３３７号 
中央区銀座五丁目１－１３ 
Tel   ０３(３５７１)１７６５  
Fax    ０３(３５７１)０６７２  

１１月のカレンダー   こ の マ ー ク は セ カ ン ド バ ッ グ 登 校 日 で す 。  



 
 

 

 

  

あ り が と う 月 間  

林  恵 津  

普 段 か ら お 世 話 に な っ て い る 方 々 に

感 謝 の 気 持 ち を 伝 え よ う 」 を テ ー マ

に 、 代 表 委 員 会 で は 、 「 あ り が と う 月

間 」 を 設 定 し ま し た 。 期 間 は １ ０ 月 ２

２ 日 （ 月 ） ～ １ １ 月 ２ ７ 日 （ 火 ） ま で

と な っ てい ま す 。  

 日 頃 か ら 、 子 ど も 達 の 周 り に は 、 先

生 ・ 主 事 さ ん ・ 学 童 員 さ ん ・ 事 務 室 の

方 ・ 給 食 主 事 さ ん ・ Ｐ Ｔ Ａ の 方 な ど 、

た く さ ん の 方 々 が い て 、 支 え て く だ さ

っ て い ま す 。 今 年 度 は 、 学 校 生 活 を 送

る に あ た っ て 、 身 近 な 方 々 に 「 あ り が

と う 」 の 気 持 ち を 伝 え る た め に 、 各 学

年 、 趣 向 を 凝 ら し た 伝 達 方 法 で 、 感 謝

の 気 持 ちを 伝 えま す。  

 

保 健 講 話  
養 護 教 諭  小 美 野  彩  

本 校 で は 、 毎 月 、 学 校 医 （ 内 科 ） の 林 俊 行 先 生 と 学 校 歯 科 医 の 石 川 文 一 先 生 が 交 代

で 保 健 講 話 を 実 施 し て い ま す 。 全 校 児 童 を 対 象 に 、 林 先 生 に は 体 や 病 気 の 話 を 、 石 川

先 生 に は 歯 科 に 関 す る 話 を し て い た だ い て い ま す 。 保 健 講 話 の 歴 史 は 深 く 、 本 校 開 校

１ ０ ０ 年 の 際 に 発 行 さ れ た 「 泰 明 百 年 も の が た り 」 に も 既 に 当 時 の 保 健 講 話 の 様 子 が

紹 介 さ れ て お り 、 記 録 に 残 る 限 り で も ４ ０ 年 は 続 い て い る 、 大 切 に 受 け 継 が れ て い る

本 校 の 特色 あ る教 育活 動 の 一つ で す。  

 １ ０ 月 は 歯 科 の 石 川 先 生 の 講 話 で 、 「 体 の 中 で 一 番 か た い 歯 は ど の よ う に し て で き

て い る の ？ 」 を テ ー マ に お 話 い た だ き ま し た 。 低 学 年 に は 難 し い 幹 細 胞 と 歯 に 関 す る

話 を 、 図 工 専 科 の 協 力 で イ ラ ス ト 化 し 、 わ か り や す く 解 説 し て く だ さ い ま し た 。 子 ど

も た ち は 、 毎 月 し っ か り と 話 を 聞 き 、 毎 回 の 積 み 重 ね の 中 で 、 自 分 の 体 や 歯 に つ い て

理 解 を 深め て いま す。  

 

学 芸 会 へ 向 け て      

別府  陽子  

１ １ 月 ３ １ 日 （ 金 ） 、 １ ２ 月 １ 日 （ 土 ） に

学 芸 会 が 行 わ れ ま す 。 今 年 度 は １ １ 月 中 旬 に

１ ４ ０ 周 年 記 念 式 典 を 控 え て い る た め 、 例 年

よ り 早 い １ ０ 月 か ら 練 習 が 始 ま り ま し た 。 校

舎 内 を 歩 く と 、 劇 の 歌 が 聞 こ え て き た り 、 台

本 を 持 っ て 廊 下 を 移 動 す る 子 ど も 達 に 出 会 っ

た り と 、 各 学 年 、 練 習 に 励 ん で い る 様 子 が 伺

え ま す 。 学 芸 会 本 番 に 向 け 、 自 信 を も っ て 堂

々 と セ リ フ を 言 い 、 心 を こ め て 歌 う こ と が で

き る よ う 、 子 ど も 達 は み ん な 頑 張 っ て い ま

す 。  

ご 家 庭 に は 、 衣 装 作 成 な ど で ご 協 力 を い た

だ く こ と が あ る か と 思 い ま す が 、 ど う ぞ よ ろ

し く お 願 い 致 し ま す 。 学 芸 会 当 日 に は 、 子 ど

も 達 の 演 技 に 温 か い 拍 手 を 贈 っ て く だ さ い 。

皆 様 の ご参 観 をお 待ち し て おり ま す。  

 

 

 

小 学 校 １ ４ ０ 周 年 ・ 幼 稚 園 ６ ５ 周 年 記 念 式 典  

飯 田  惠 子  

 １ １ 月１ ０ 日（ 土） 、 １ ０時 よ り講 堂に て 、 中央 区 長  矢田 美 英 様を は じめ とし

て 、 大 勢の お 客様 をお 招 き して 、 周年 記念 式 典 が行 わ れま す。 ゆ り 組と ５ ，６ 年生

が 、 在 園児 ・ 在校 生を 代 表 して 出 席し ます 。 「 歴史 と 伝統 ある 銀 座 の街 に 息づ く  

こ の 泰 明で 学 んだ こと を 胸 に先 輩 方の よう に み そら の 星を かが み と して  たゆ まず

歩 い て いき ま す。 」こ れ は 、『 よ ろこ びの 言 葉 』の 最 後の せり ふ で す。 出 席す る

５ ， ６ 年生 は 、『 学校 の 顔 』で あ るこ とを 自 覚 し、 こ の言 葉に あ る よう に 、泰 明小

で 学 ぶ こと の 喜び や誇 り を 改め て 感じ てほ し い と思 い ます 。ま た 、 当日 は 集会 のみ

で 下 校 して し まう １年 生 か ら４ 年 生の 児童 に は 、集 会 での お話 や 配 布さ れ る物 など

か ら 、 泰明 小 学校 にと っ て 、１ １ 月１ ０日 が 特 別な 日 であ るこ と を 理解 し てほ しい

と 考 え てい ま す。 記念 式 典 当日 に 向け ては 、 学 校や 地 域、 卒業 生 な どを 対 象に 、過

去 ・ 現 在・ 未 来を 考え る 学 習を 、 各学 年の 実 態 に合 わ せて 実施 し て いま す 。特 別な

日 に 向 けて 、 子ど もた ち の 心を 育 てる 指導 を し てま い りま す。  


